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甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
紀
要

｢

心
の
危
機
と
臨
床
の
知｣

執
筆
要
項

一

紀
要
に
投
稿
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
二
〇
〇
字
程
度
の
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
を
五
月
中
旬
ま
で
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
お
か
げ
さ
ま
で
毎
年
多
数
の
応

募
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
紙
面
の
都
合
上
、
や
む
な
く
掲
載
を
見
送
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
審
査
基
準
と
し
て

以
下
の
点
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

(

一)

甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
沿
っ
た
内
容
の
論
考
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(

二)

二
年
連
続
の
投
稿
は
、
原
則
と
し
て
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
と
関
連
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二

甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
未
発
表
の
研
究
論
文
、
書
評
、
新
刊
・
論
文
紹
介
を
、
甲
南
大
学
人
間
科
学
研

究
所
紀
要

『

心
の
危
機
と
臨
床
の
知』

お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

＊
臨
床
事
例
を
扱
う
場
合
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
格
別
の
ご
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三

寄
稿
は
原
則
と
し
て
、
当
研
究
所
兼
任
研
究
員
、
客
員
特
別
研
究
員
、
博
士
研
究
員
に
限
り
ま
す
。

四

字
数

論
文
…
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
三
五
〜
五
五
枚
(

註
・
図
版
・
表
を
含
む)

書
評
…
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
一
〇
枚
程
度

新
刊
・
論
文
紹
介
…
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
三
〜
四
枚

体
裁
…
Ａ
５
版
、
縦
二
段
組
み

(

二
八
字
×
二
二
行
×
二
段)

予
定

＊
図
版
、
表
な
ど
の
掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
研
究
所
に
ご
相
談
願
い
ま
す
。

五

原
稿
は
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
一
部
と
、
電
子
メ
ー
ル
も
し
く
は
Ｃ
Ｄ
に
て
デ
ー
タ
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
Ｃ
Ｄ
に
は
、
氏
名
・
使
用
ソ
フ
ト
・
Ｏ
Ｓ
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

六

執
筆
者
に
よ
る
校
正
は
二
回
の
予
定
で
す
。

七

論
文
執
筆
者
に
は
掲
載
誌
二
部
お
よ
び
別
刷
三
〇
部
を
進
呈
し
ま
す
。

原
稿
締
め
切
り

二
〇
一
五
年
九
月
三
〇
日

(

必
着)

送
付
先

〒
六
五
八
―
八
五
〇
一

神
戸
市
東
灘
区
岡
本
八
―
九
―
一

甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
七
八

(

四
三
五)

二
六
八
三

電
子
メ
ー
ル
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